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１．はじめに 

 平成 11 年に改正された海岸法では，防護・環境・

利用の調和が法目的として明示されているが，環境

面，とりわけ海岸の生物環境についての情報・知見

の蓄積はまだまだ不足している状況にある． 

 一方で，全国では海岸侵食等の顕在化により，海

岸事業による対策が行われている海岸は少なくない

が，すべての海岸が環境面での情報が充実した状況

下で事業が進められているとは言い難く，また確立

された調査手法等も存在していない． 

 従って，本稿では，平成 20 年度から国の直轄海岸

として侵食対策が着手されている「宮崎海岸」にお

ける，防護・環境・利用が調和した侵食対策の検討

に資するための，環境情報・知見の蓄積への取り組

みについて報告するものである． 

２．宮崎海岸の概要と侵食対策への取り組み 

 宮崎海岸は，宮崎県東部の日向灘沿岸のほぼ中央

に位置する延長約 7km の砂浜海岸である．かつては

運動会ができるほどの広大な砂浜であったが，昭和

50 年代頃より侵食が顕著になり，40 年程度の間に平

均約 40m，最大で約 90m の汀線後退が生じている． 

 このような中，宮崎海岸では専門家等からなる「宮

崎海岸侵食対策検討委員会」の議論を踏まえ，「宮崎

海岸トライアングル（≒市民参画への取り組み）」と

「宮崎海岸ステップアップサイクル（≒順応的対

応）」を両輪として，試験養浜等を行いつつ本格的な 

対策に向けた検討が進められているところである． 

３．宮崎海岸における環境調査計画の立案 

 宮崎海岸では，直轄化前の平成 19 年度から環境調

査に着手してきた．文献調査や聞き取り調査の結果，

アカウミガメを除き生物分布等に関する情報が極め

て少ない状況が明らかになったため，事業実施前に

おける情報蓄積に向けて，現地調査を主体とした基

礎調査を実施することになった． 

 海岸域の現地調査にあたっての留意事項は，比較

的安定した生態系をもつ陸域環境と，不安定で変動

も大きい海域環境とで環境特性が異なることである． 

 そのため，陸域環境については面的な分布情報の

把握を主眼とした計画立案を行い，海域環境につい

ては今後の侵食対策の実施を視野に入れ，汀線付近

と沿岸洲（バー）のやや沖側を基本地点に岸沖地点

を設定し，それを結ぶ測線を沿岸方向に展開する形

での計画立案を基本的な方針とした（図-1）． 

 なお，宮崎海岸のように外洋に面した波浪条件の

厳しい海岸では，調査時期・位置に制約を受けやす

い．また，侵食対策の検討に向けた有用な環境情報

の取得に努める一方で，結果の公表を念頭に市民や

海岸利用者（漁業者含む）へのわかりやすさを両立

させることも重要と考えた． 

 以上の点を念頭に置き，表-1 のような考え方のも

と調査計画の立案を行った． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 宮崎海岸及び調査地点の位置 
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表－１ 環境調査計画と計画立案の考え方 
区分 計画立案の考え方 

環境区分 環境的な安定度，調査の容易さ，生物環境を規定する

物理的要因の違いから，陸域と海域を区分 

陸   域   環   境 

着眼点 海域と異なり視認できる情報が多いため，面的な生物

分布，重要な場・重要な種の状況，侵食箇所との関連

性など，わかりやすい形での情報整理を行う 
項目 植物，鳥類，河口底生動物，昆虫 

※植物：植物相・植生図作成・植生断面調査を実施

時期 各生物の生息・生育時期に応じて調査時期を設定 
※例：鳥類は春，初夏，夏，秋，冬の年 5 回など 

地点 汀線～背後松林を含め面的な情報把握を基本 
※植生断面などは測線を設けて遷移情報把握 

具 
体 
の 
調 
査 
計 
画 手法 目視観察を基本としたフィールド調査 

※鳥類等は定点観察も併用 
海   域   環   境 

着眼点 侵食・堆積などの地形変化や事業の影響・効果を即時

的に受けるため，面的な生物分布に置き換えられるよ

うに岸沖・沿岸方向に測線を設けて調査を行い，かつ

ベントス等の専門的な項目だけでなく，魚介類等の一

般にわかりやすい項目についても情報把握を行う 
項目 バー付近：魚介類，底生動物，底質 

汀線付近：底生動物，幼稚仔，プランクトン（代表点

のみ），付着生物（既設構造物），底質 
時期 漁業者，専門家の意見を参考に春（初夏），冬で設定

※波浪による制約，季節変動把握双方の条件を満足

地点 【岸沖方向】 
沖側（バー付近）：バーの沖側 T.P.-8m 付近 
※春（初夏）の波浪条件でも船舶調査可能な水深 

岸側（汀線付近）：潮間帯～T.P.-1m 付近 
【沿岸方向】 
宮崎海岸のみならず比較的安定した一ツ瀬川北側の

海岸も比較対象として調査を実施 

 
 
具 
 
体 
 
の 
 
調 
 
査 
 
計 
 
画 

手法 バー付近：調査船による船上作業または潜水作業 
※魚介類は，地元漁業者のヒアリングを参考に，

刺網，小型底曳網，ケタ網の 3 漁法で調査実施 
汀線付近：潜水士や調査員による陸上から採取・分析

 なお，生物環境については，主に物理的要素（地

形，波浪，流動，底質環境等）に規定されるが，こ

れらは侵食メカニズムの解明やモニタリングを目的

に，並行して調査が実施されていたため，物理環境

と関連づけた結果整理・考察等を可能とした． 

 さらに，これらの広域的な調査を発展させ，試験

養浜の影響・効果を把握し，今後の侵食対策の検討

にフィードバックする目的で，養浜箇所周辺でのモ

ニタリング（養浜の実施前，実施中，実施後での調

査）についても別途実施されることとなった． 

４．調査結果と今後の展開 

 本調査は，項目・地点の増減を試行錯誤しながら

平成 19～21 年度の約 3 年間実施されてきた． 

 その結果，環境情報が殆どなかった調査前と比較

すると飛躍的に情報量は増え，その情報を「海岸環

境情報図」として整理することができた． 

 この情報図は，環境上重要な場の把握や，今後侵

食対策に向けたゾーニングの検討等への活用が可能

である．また，注目すべき種や優占種もすべてでは

ないが明らかになり，それを図-2 のように代表的な

縦断分布として模式化することで，地形の安定性や

それを規定する風・波浪等の外力規模と生物分布と

の関係性の可視化や，事業による生物環境への影

響・効果の検討に資することが可能となる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 代表的な生物の縦断分布模式図 

 今後は，調査内容の重点化・効率化を図りながら，

前出の「宮崎海岸ステップアップサイクル」に基づ

き，順応的な対応に基づき実施されることとなる． 

 海岸の指標生物等については，海浜への依存形態

や行動特性把握に向けての重点化が，一方で安定的

かつ現段階での事業の影響を直接受けにくい陸域環

境等については，5 年に 1 回の調査とするなどの効

率化がそれぞれ図られながら，継続して調査が行わ

れることとなり，今後とも順応的な侵食対策の重要

な情報として蓄積・活用されることとなる． 

５．おわりに 

 海岸環境情報・知見の蓄積によって，事業の進捗

段階に応じて，万一防護・環境・利用間でのトレー

ドオフの関係が生じても，データに基づいた議論が

可能となり，また事業実施中における継続的な環境

調査（モニタリング）の実施により，計画内容や設

計・施工方法の見直しにつなげるなどの順応的な対

応が可能となる． 

 このような海岸環境情報・知見の蓄積は，防護・

環境・利用が調和した海岸づくりに向けた重要な取

り組みのひとつであり，各地の海岸における積極的

な取り組みが望まれる． 
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